
（別紙３）

～ 令和8年　3月　31日

（対象者数） ３件 （回答者数） ３件

～ 令和8年　3月　31日

（対象者数） 6件 （回答者数） 6件

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

遊びの中にもトレーニングの要素を取り入れながら、楽しく
学べるように工夫しています。
（ビジョントレーニング・SSTレク等）

2

成⾧スピードによって支援方法や課題を検討し、成⾧に合わ
せた支援を行っていきます。

3

さらに充実したSNSでの情報発信ができるように
創意工夫していきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

日頃から保育所等との関りを大切にし、関係を築いて
いきながら交流できるように検討していきます。

2

参加しやすい日程や内容などを事前に調整し
今後検討していきます。

3

○事業所名 児童発達支援　放課後等デイサービス　～モア～　MORE津福校

○保護者評価実施期間 令和７年　4月　1日

○保護者評価有効回答数

令和７年　4月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年3月19日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

地域との連携する機会が少ない。 保育所や認定こども園との交流する機会が少ないため、交流で
きる場を検討します。

保護者同士の交流できる機会が少ない。 親子触れ合い（保護者参観）などを計画しているが、実施場所
の都合と保護者様のご都合が合わず、参加が難しいご家庭も多
いようでした。

通所することを楽しみにしている。 学習や活動は、マンネリ化にならない様にスタッフ全員で話し
合いを行いながら『楽しく過ごせる場所』を目指しています。

子どもの課題に応じて教材を選択し、課題を取り組む事で成⾧
が見られている。

職員間で子どもたちの課題を情報共有しながら取り組む事で、
支援を統一しています。また、好きな事や楽しみにしている事
を取り入れながら行っています。楽しみながら取り組む事で成
⾧できるように工夫してします。

定期的に通信やHPなどにより保護者に対して情報発信するこ
と。

SNSなどにより、日頃の様子など発信しています。

事業所における自己評価総括表公表


